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研究発表
１． 地域における健康づくりのための運動プログラムの提供体制について
川崎医療福祉大学 健康体育学科 ※小野寺 昇 宮地 元彦
矢野 博己 西村 正広
２．発育期の最大酸素摂取量について
川崎医療福祉大学 健康体育学科 ※矢野 博己




川崎医療福祉大学 医療福祉学科 近藤 功行 末光 茂
４．看護識者の仕事に対する意識と燃えつき症候群との関連
川崎医療福祉大学 保健看護学科 ※大湯 好子 柳 修平
５．農村における在宅死の多角的検討
－－在宅死の実態－－
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 ※宮原 伸二
川崎医療福祉大学 保健看護学科 人見 裕江
川崎医療福祉大学 臨床心理学科 進藤 貴子
※ＥＰ：発表者
閉会 挨拶 学会運営委員長 斎 藤 泰 一 教 授
発表要 旨
地域における健康づくりのための運動プログラムの提供体制について
川崎医療福祉大学 健康体育学科 小野寺 昇 宮地 元彦
矢野 博己 西村 正広
地域の実状に応じた健康づくりを推進するた る評価， および効果的な健康づくり方策を検討
めに， 住民のニーズを積極的に取り入れた健康 した。 今日提示した運動プログラムと提供体制









ことを本研究の目的とした。 ４， ６， １０， １１週
齢のＳＤ 系雄ラットにトレッドミルランニング








川崎医療福祉大学 医療福祉学科 近藤 功行 末光 茂
『医療福祉』という学問は， 未だその概念や
定義， 視点といったものが定まっているとは言































川崎医療福祉大学 医療福祉学科 宮原 伸二
川崎医療福祉大学 保健看護学科 人見 裕江
川崎医療福祉大学 臨床心理学科 進藤 貴子
での開きがみられた。 在宅死が多い町村は， 在
宅で看取ることに熱心な医師がおり， 訪問看護
が実施されている所であった。 ３つ以上の在宅
サービスを受けていた人は２６％であり， 在宅療
養イコール家族介護の実態がうかがわれた。
